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屋外にいる場合：ぬれたハンカチで口と鼻を覆い、現場から直ちに離れ、 
密閉性の高い屋内または風上へ避難する。

詳細については「国民保護ポータルサイト」

をご覧ください。

http://www.kokuminhogo.go.jp/shiryou/hogo_manual.html

屋内にいる場合：換気扇を止め、窓を閉め、目張りをして室内を密閉する。

メッセージが流れたら

落ち着いて、 直ちに行動してください。

！
近くに

ミサイル
落下

屋外にいる場合 建物の中、 または地下に避難する。

建物がない場合 物陰に身を隠し、 身を低くして頭部を守る。

屋内にいる場合 窓から離れるか、 窓のない部屋に移動する。

！ 弾道ミサイル落下時の
行動について

　弾道ミサイルは、発射からわずか10分もしないうちに到達する可能性もあります。ミサイルが日本に

落下する可能性がある場合は、国からの緊急情報を瞬時に伝える「Jアラート」を活用し、携帯電話やスマー

トフォンを通じて、エリアメール・緊急速報メールにより緊急情報をお知らせします。

行政からの指示に従って、

落ち着いて行動してください。

速やかな避難行動1
正確かつ迅速な情報収集2

　　　　　　　〈例〉直ちに避難。直ちに避難。屋内に避難してください。

ミサイルの一部が落下する可能性があります。屋内に避難してください。

Ｊアラート

●問合先　市役所交通防災課
　　　　　交通・防災Ｇ　内線137



広報もりやおしらせ版 2017.9.25 2

建物内に避難してから気を付ける

ことはありますか。

　爆風で壊れた窓ガラスなどで被害を受けな

いよう、できるだけ窓から離れ、できれば窓

のない部屋へ移動してください。

弾道ミサイルの情報が伝達された

とき、自動車の車内にいる場合は、

どうすればよいですか。

　車は燃料のガソリンなどに引火するおそれ

があります。車を止めて屋内（できれば頑丈な

建物）や地下（地下街、地下駅舎などの地下施

設）に避難してください。周囲に避難できる建

物や地下施設がない場合、車から離れて地面

に伏せ、頭部を守ってください。

車から出ると危険な場合は、どうし

たらよいですか。

　高速道路を通行しているときなど、車から

出ると危険な場合には、車を安全な場所に止

め、車内で姿勢を低くして、行政からの指示

があるまで待機してください。

ミサイルが着弾した後は、何をすれ

ばよいですか。

　弾頭の種類に応じて被害の様相や対応が大

きく異なります。そのため、テレビ、ラジオ、

インターネットなどを通じて、情報収集に努

めてください。また、行政からの指示があれ

ばそれに従って、落ち着いて行動してください。

所有している携帯電話・スマート

フォンが、Ｊアラート作動時にエリ

アメール・緊急速報メールを受信す

るか知りたいのですが。

　消防庁において、受信可能な機種かどうか

の確認方法と、受信できない場合などの対策

をまとめて、ホームページに公表しています

ので、そちらをご覧ください。（参照:「スマー

トフォンアプリなどによる国民保護情報の配

信サービスの活用」）

弾道ミサイルが発射されてもＪア

ラートが鳴らないことがあるのは

なぜでしょうか。

　全国瞬時警報システム（Ｊアラート）は、弾

道ミサイルが日本の領土・領海に落下する可

能性または領土・領海を通過する可能性があ

る場合に使用します。逆に、日本の領土・領

海に落下する可能性または領土・領海を通過

する可能性がないと判断した場合は、Ｊアラー

トは使用しません。

　なお、日本の排他的経済水域（EEZ）内にミ

サイルが落下する可能性がある場合は、Ｊア

ラートは使用しませんが、船舶、航空機に対

して迅速に警報を発します。

ミサイルは発射から何分くらいで

日本に飛んでくるのでしょうか。

　北朝鮮から弾道ミサイルが発射され、日本

に飛来する場合、極めて短時間で日本に飛来

することが予想されます。例えば、平成29年8

月29日に北朝鮮西岸から発射された弾道ミサ

イルは、約10分後に、北海道襟裳岬を通過し

ています。

　なお、弾道ミサイルの種類や発射の方法、

発射場所などにより、日本へ飛来するまでの

時間は異なります。

なぜ建物や地下へ避難するのですか。

　ミサイル着弾時の爆風や破片などによる被

害を避けるためには、屋内（できれば頑丈な建

物）や地下（地下街、地下駅舎などの地下施設）

への避難が有効だからです。

自宅（木造住宅）にいる場合は、 

どうしたらよいでしょうか。

　すぐに避難できるところに、より頑丈な建

物や地下（地下街、地下駅舎などの地下施設）

があれば、直ちにそこへ避難してください。

それができない場合は、できるだけ窓から離

れ、できれば窓のない部屋へ移動してください。

弾道ミサイル落下時の行動に関するＱ＆Ａ
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保 育 士 募 集
　市内の次の私立認可保育所、認定こども園および認証保育園（乳幼児保育室）では、保育士

を募集しています。

　募集の詳細、申し込みについては、直接各施設にお問い合わせください。

●問合先
　市役所社会福祉課
　社会福祉Ｇ　内線162

守谷市戦没者
追悼式

新守谷第一自転車駐車場の老朽化に伴い、新しく無料の

自転車駐車場を建設します。これにより、既存の新守谷第一

自転車駐車場は平成30年3月末をもって閉鎖する予定です。

▼建物概要

延床面積：155.55㎡

／階数：1階／構造：

鉄骨造

▼収容台数

　約300台

▼場所

　御所ケ丘2丁目1番地

▼工期

　平成30年2月28日まで

（仮称）新守谷自転車駐車場

新設工事を行います
●問合先　市役所交通防災課　内線138

園　名 問合先 備　考　

あい保育園守谷駅前
☎03-6435-8702 常勤／非常勤

あい保育園百合ヶ丘

つくば国際松並保育園 ☎0297-44-5022
常勤／非常勤（随時募集）

つくば国際百合ヶ丘保育園 ☎0297-21-5355

まつやま保育園 ☎0297-85-5364 常勤（正規職員／契約職員）

もりや白帆保育園 ☎0297-21-5521
常勤／非常勤

もりり保育園 ☎0297-48-0631

わかばのもりキラリ保育園 ☎0297-48-1736 常勤（平成30年4月～）

わかばのもり保育園 ☎0297-48-1735 常勤（平成30年4月～）／非常勤

認可保育所

園　名 問合先 備　考　

アネシスナーシング保育園 ☎0297-45-3531

常勤／非常勤（短時間勤務も可）キッズサポート保育園南守谷駅前園 ☎0297-20-0022

キッズサポート保育園守谷園 ☎0297-20-0200

なないろナーサリー ☎0297-28-1080 常勤／非常勤　各1人

認証保育園（乳幼児保育室）

園　名 問合先 備　考　

もりや幼保園 ☎0297-45-3915 常勤／非常勤（時間帯は要相談）

認定こども園

※50音順

※50音順

　先の大戦における本市関係の戦没者

の御霊に対する追悼の意と、ご遺族に

対する深い敬意を表し、また、平和を

祈念し市発展への決意を新たにすべ

く、戦没者追悼式を開催します。

　4年に一度の機会です。どなたでも

ご参列いただけます（華美にならない

平服でお越しください）。

▼日時　10月24日㈫　10:00～ 11:00

▼会場　中央公民館ホール
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介

大規模改修工事を行います

文化会館では、建物および設備の大規模改修工事を行います。

工事に伴い、部屋の貸し出しを休止します。なお、窓口業務（住

民票など諸証明の発行、テニスコート使用許可書の発行、文化

会館使用申請（予約）の受付などは、通常どおり行います。

▲

休止期間　10月17日㈫～11月19日㈰

　　　　　　※11月20日㈪は休館日です

▲

利用休止の部屋

　会議室・和室・調理室・保健室

文化会館から

お知らせ！ ●問合先　文化会館　☎48-7911

土地取引の後には届出を！

一定規模（市街化区域：2,000㎡/市街化調整区

域：5,000㎡）以上の土地取引を行った権利取得

者（譲受人）は、国土利用計画法に基づき、契約

締結日を含めて2週間以内に市に届出を行う必

要がありますのでご注意ください。

http://www.city.moriya.ibaraki.jp/tetsuduki/

tochi/kokudohou_totibaibai.html

●問合先　市役所企画課　

　　　　　企画・統計Ｇ　内線332

日時 会場 対象 行事名称・内容
実施団体名・参加方法・

問合先

11月12日㈰
9:30

～

12:00

高野
公民館

高野地区
・高野
・乙子
・南守谷
・鈴塚
・松ケ丘
・けやき台
・美園
に在住の方

高野地域交流会
～みんなで祝おう 
　敬老のつどい～
・吹奏楽演奏
・マジックショー
・南京玉簾ほか 

伝統芸能
・みんなで阿波踊り
・みんなで唄おう
・むかし遊び
・しおりづくり　など

高野地区地域福祉活動計画実行
委員会
・本号の配布に併せて、各戸配布

される、または高野公民館、南
守谷児童センター、市役所にあ
る案内文書をご確認の上、お申
し込みください。

＊駐車場はありませんので、公共の
交通機関や送迎バス、家族による
送迎などでご来場ください。

・市役所介護福祉課　高齢福祉Ｇ
内線179・180

　　　　＊対象年齢:75歳以上の方（お祝いされる方）、74歳までの方（お祝いする方）

高齢者の方々の長寿をお祝いするために、市民の皆さんの手でさまざまな趣向を凝らした敬老行

事が開催されます。

本号に掲載希望をされた各地区の敬老行事を次のとおりお知らせします。ぜひ、ご参加ください。

＊実施団体の希望により、広報もりやで開催のご案内を順次行います。次回は、10月10日号でお知らせする予定です。

各地区で開催される敬老行事のご案内

【お詫びと訂正】	
広報もりや8月25日号の記事の一部に誤りがありました。
正しくは、次のとおりです。お詫びして訂正します。
○3ページ　全国大会出場者紹介　吉井達哉さんの学校名　（誤）郷州小6 →（正）高野小6
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問合先　☎48-6000　    48-6319
hoken@city.moriya.ibaraki.jp

FAX保健センターからのお知らせ

●申込期間  10月10日㈫～10月13日㈮　

●申込方法　電子申請・電子メール・電話または窓

口(8:30～ 17:15）のいずれかで、氏名･生年月日･住

所･電話番号･検診名･受診可能日全てを伝え、申し

込む

●日時　11月8日㈬～10日㈮、12日㈰、13日㈪13:00～

●会場　保健センター

●定員　①30人、②③合わせて25人、④35人（いず

れも1日当たり）※超過の場合は抽選とし、10月25日

㈬に申込者全員へ結果を通知

●検診・検査名、対象者、料金

●受診期間  10月1日㈰～平成30年3月31日㈯

●対象者　受診時に守谷市に住民登録のある下記

の方。対象者には9月中に受診券を郵送します。

●自己負担額　1,000円（受診期間内に1回のみ）

　生活保護受給者および後期高齢者医療加入者は無

料ですが、事前に免除券の発行手続きが必要です。

詳しくは保健センターにお問い合わせください。

●受診方法　事前に医療機関に予約の上、市から郵

送した受診券を持参し、受診してください。

●実施医療機関（50音順）

　歯と口
こう

腔
くう

の健康を保つことで、歯の喪失を予防し

健康寿命の延伸を図るために、歯の検診を受ける費

用の一部助成を行います。なお、現在歯の治療を受

けている方は、この検診の利用はお控えください。

●対象にならない方

・妊娠中または妊娠している可能性がある方

・乳房や子宮の疾患で現在治療中または経過観察中

の方（症状のある方は検診の対象ではありません。

早めに医療機関を受診してください）

・今年度、乳がんや子宮頸がんの医療機関検診を利

用予定の方

・ミニドック健診で既に子宮頸がん検診を受診した方

※乳がん検診は、ペースメーカー使用の方、豊胸手

術後の方、授乳中・卒乳直後の方は原則受診でき

ません。詳しくは保健センターにご相談ください。

※性経験のない方は、子宮頸がんの発生はほとん

どないと考えられています。検診を希望される方

はご相談ください。

電子申請

QRコード

検査・検診名
対象者（年齢は

平成30年3月31日現在）
料金

①子宮頸がん検診・
　超音波検診

30～40・42・44・46・48・
50・52・54・56歳の女性

1,640円

②子宮頸がん検診・
　マンモグラフィ検査
　（2方向）

41・43・45・47・49歳の
女性

2,150円

③子宮頸がん検診・
　マンモグラフィ検査
　（1方向）

51歳以上の奇数年齢
の女性

1,640円

④子宮頸がん検診のみ 20歳以上の女性 820円

子宮頸
け い

がん検診と乳がん検診を同じ日に

受診できますレディース検診
女性のためのがん検診

歯周疾患医療機関検診

▼スマートフォン ▼携帯電話

対象者 生年月日

40歳となる方 昭和52年4月1日～昭和53年3月31日生まれ

50歳となる方 昭和42年4月1日～昭和43年3月31日生まれ

60歳となる方 昭和32年4月1日～昭和33年3月31日生まれ

70歳となる方 昭和22年4月1日～昭和23年3月31日生まれ

対象者 住所 電話番号

あき歯科クリニック 鈴塚302-1 ☎47-8148

あべ歯科クリニック 小山336-9 ☎44-6932

飯沼医院歯科 薬師台1-15-5 ☎48-9141

オーラル歯科 けやき台2-20-2 ☎48-1568

おばら歯科クリニック 久保ケ丘2-12-4 ☎45-8823

小俣歯科医院 百合ケ丘2-4808-121 ☎45-1255

オリーブ歯科医院 久保ケ丘1-22-13 ☎48-8282

河合歯科 松並1866-3 ☎46-2200

京嶋歯科医院 美園5-1-3 ☎45-8110

酒井歯科医院 薬師台5-3-1 ☎46-1546

相良歯科医院 本町7 ☎45-0003

染谷歯科医院 松ケ丘2-40-7 ☎48-5534

高橋歯科医院 百合ケ丘3-2618-1 ☎48-6745

たかや歯科クリニック けやき台6-8-2 ☎44-5604

つれいし歯科クリニック 百合ケ丘1-2488-11 ☎51-3320

橋本歯科医院 ひがし野1-29-3 ☎46-0118

平尾歯科医院 本町539-3 ☎48-3748

古谷歯科医院 中央2-12-1 ☎48-0077

みずき野歯科医院 みずき野5-9-6 ☎45-1488

守谷駅前りんご歯科 中央１-２０-３共立ビル1-C ☎45-1182

守谷タウン歯科 松並青葉1-11-2 ☎34-1661

渡辺歯科クリニック 中央3-15-3 STONEGATE101 ☎44-5011

※年齢は平成30年3月末日現在の年齢
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情報ひろば守谷市公式 Facebook（シティプロモーション用）https://www.facebook.com/moriya.citypro
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住
所
、
親
子
の
氏
名

と
ふ
り
が
な
、
お
子
さ
ん
の
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

10
月
12
日
㈭
必
着
で
申
し
込
む
。

※
決
定
通
知
書
は
10
月
中
旬
頃

発
送
予
定
／
定
員
超
過
の
場
合

は
抽
選
▼
主
催　

児
童
福
祉
課
・

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
・
問
合
先　

地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
食
育
事
業

３　

パ
パ
ク
ッ
ク
」
係　

☎
45
・

２
４
６
２

パ
パ
と
一
緒
に
ク
ッ
キ
ン
グ
！

参
加
者
募
集

　

高
齢
に
な
る
と
足
腰
の
痛
み

や
体
力
の
低
下
、
も
の
忘
れ
な

ど
が
み
ら
れ
る
認
知
症
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
が
不
安
に
な
り

ま
す
。
相
談
会
で
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
高

齢
者
や
家
族
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
ま
た
、
脳
の
元
気
度
測
定

も
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
27
日
㈮
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
▼
会
場　

北

守
谷
公
民
館　

会
議
室
▼
対
象
者

本
人
ま
た
は
相
談
者
が
市
内
に

在
住
の
方
※
事
前
申
込
不
要

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
介

護
福
祉
課　

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　

☎
45
・
１
７
４
４

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談
会

　

成
年
後
見
制
度
は
認
知
症
な

ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
な
い
方

や
、
将
来
の
財
産
管
理
が
不
安

な
方
の
権
利
と
財
産
を
守
り
、

成
年
後
見
相
談
会

～
今
は
元
気
だ
け
ど

　

今
後
が
心
配
…

　

不
安
を
解
決
し
よ
う
！
～

支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

社
会
福
祉
士
が
成
年
後
見
制

度
の
概
要
や
利
用
方
法
な
ど
の

相
談
を
個
別
に
行
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
あ

な
た
の
不
安
を
安
心
に
変
え
ま

し
ょ
う
。

▼
日
時　

10
月
27
日
㈮
午
前
９

時
～
午
後
５
時　

一
人
当
た
り

45
分
以
内
▼
会
場　

北
守
谷
公

民
館　

会
議
室
▼
対
象
者　

本

人
ま
た
は
相
談
者
が
市
内
に
在

住
、
在
勤
、
在
学
し
て
い
る
方

▼
定
員　

６
人
※
申
込
先
着
順

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
窓

口
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
介

護
福
祉
課　

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　

☎
45
・
１
７
４
４

　

多
く
の
子
ど
も
た
ち
と
接
し
、

保
護
者
の
方
々
の
相
談
に
対
応

し
て
き
た
講
師
の
話
を
聞
き
、

成
長
に
応
じ
た
し
つ
け
の
仕
方

を
共
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

10
月
13
日
㈮
午
前
10

時
～
11
時
40
分
（
受
付
／
午
前
９

時
45
分
～
）
▼
会
場　

中
央
公
民

館　

２
階
講
座
室
▼
講
師
高た

か

橋は
し

秀ひ
で

光み
つ

氏
（
前
つ
く
ば
み
ら
い
市
立

わ
か
く
さ
幼
稚
園
長
／
元
小
中

学
校
長
）
▼
内
容　

「
子
育
て
と

子
ど
も
の
し
つ
け
」
▼
主
催
市
教

育
委
員
会
▼
申
込
方
法　

10
月

10
日
㈫
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

窓
口
で
申
し
込
む

▼
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学

習
課　

生
涯
学
習
Ｇ　

内
線

２
７
３

▼
日
時　

平
成
30
年
１
月
８

日
（
月
・
祝
）
▼
会
場　

牛
久

運
動
公
園
（
牛
久
市
下
根
町

１
４
０
０
番
地
）
▼
申
込
方
法　

振
替
払
込
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

事
務
局
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
受

け
付
け
▼
申
込
期
限　

振
替
払

込
は
10
月
10
日
㈫
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
お
よ
び
事
務
局
窓
口
は

10
月
31
日
㈫
※
詳
細
は
、
牛
久

シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
確
認

▼
問
合
先　

牛
久
シ
テ
ィ
マ
ラ

ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局
（
牛

久
運
動
公
園
体
育
館
内　

ス

ポ
ー
ツ
推
進
課
）

☎
０
２
９
・
８
７
３
・
２
４
８
６

第
42
回
牛
久
シ
テ
ィ

マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
募
集

　

水
戸
地
方
裁
判
所
龍
ケ
崎
支

部
の
調
停
委
員
が
、
夫
婦
・
親

子
関
係
、
扶
養
、
相
続
、
遺
産

分
割
、
金
銭
、
不
動
産
、
交
通

事
故
、
近
隣
関
係
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
を
円
満
に
解
決
す
る

「
調
停
」
の
利
用
方
法
に
つ
い

て
、
「
無
料
」で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
※
予
約
不
要
・
先
着
順
・

秘
密
厳
守

▼
日
時　

10
月
29
日
㈰
午
前
10

無
料
調
停
相
談
会

～
午
後
３
時
▼
会
場　

取
手
市
役

所
議
会
棟
執
行
部
控
室
▼
相
談

員　

水
戸
地
方
裁
判
所
龍
ケ
崎

支
部　

調
停
委
員
▼
主
催　

龍

ケ
崎
調
停
協
会

▼
問
合
先　

☎
０
２
９
７
・

62
・
０
１
０
０
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行
政
書
士
制
度
の
普
及
・
浸

透
を
図
る
た
め
、
相
続
・
遺
言
・

各
種
許
認
可
な
ど
の
手
続
き
に

関
す
る
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
14
日
㈯
午
前
10

時
～
午
後
４
時
※
事
前
予
約
不
要

▼
場
所　

中
央
公
民
館　

団
体

活
動
室
▼
内
容　

会
社
設
立
・
建

設
業
許
可
・
農
地
転
用
許
可
・
遺

言
・
相
続
・
契
約
書
作
成
な
ど

▼
問
合
先　

茨
城
県
行
政
書
士

会
県
南
支
部　

☎
０
２
９
７
・

44
・
９
９
６
７

行
政
書
士
会「
行
政
書
士
制
度

強
調
月
間
」無
料
相
談
会

　

子
育
て
に
イ
ラ
イ
ラ
は
つ
き

も
の
で
す
ね
。
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
は
「
怒
り
に
振
り

回
さ
れ
て
失
敗
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
自
分
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
」
感
情
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
す
。

▼
日
時　

10
月
25
日
㈬
／
11
月

22
日
㈬　

午
前
10
～
11
時
（
受

付
９
時
45
分
～
）
※
全
２
回
▼

場
所　

松
並
青
葉
西
集
会
所
▼

ね
っ
こ
守
谷
勉
強
会
「
ア
ン

ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
ぶ
」

　

大
学
・
大
学
院
・
短
大
・
専

修
学
校
な
ど
（
高
校
は
除
く
）
の

平
成
30
年
３
月
卒
業
予
定
者
お

よ
び
既
卒
未
就
職
者
を
対
象
に

「
大
好
き
い
ば
ら
き
就
職
面
接

会（
後
期
）」を
開
催
し
ま
す
。
履

歴
書
を
複
数
枚
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
※
事
前
申
込
不
要
・
参
加

費
無
料

▼
日
時
・
場
所　

【
土
浦
会
場
】

10
月
16
日
㈪　

ホ
テ
ル
マ
ロ

ウ
ド
筑
波
（
土
浦
市
城
北
町
２

-

24
）【
水
戸
会
場
】
10
月
24
日
㈫

ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

（
水
戸
市
宮
町
１

-
６

-

１
）
両

会
場
と
も
午
前
の
部　

午
前
10

時
～
正
午
／
午
後
の
部　

午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分
▼
参
加

予
定
企
業
数
（
予
定
）　

土
浦
会

場　

１
３
４
社
／
水
戸
会
場　

２
０
０
社

▼
問
合
先　

茨
城
県
労
働
政
策
課

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
３
６
４
５

学
生
の
皆
さ
ん
へ
！

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

　

新
し
い
も
の
づ
く
り
や
サ
ー

ビ
ス
開
発
に
挑
戦
す
る
中
小
企

業
を
支
援
す
る
「
も
の
づ
く
り

中
小
企
業「
も
の
づ
く
り
補

助
金
」活
用
セ
ミ
ナ
ー
開
催

▼
日
時　

毎
週
木
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
後
１
時
～
５
時
▼

内
容　

遺
言
、
相
続
、
各
種
許

認
可
な
ど
の
行
政
手
続
き
相
談

な
ど
、
暮
ら
し
と
役
所
の
諸
手

続
き
に
関
す
る
相
談
に
、
県
内

の
行
政
書
士
が
電
話
相
談
を
行

い
ま
す
。

▼
問
合
先　

茨
城
県
行
政
書
士

会
☎
０
２
９
・
３
０
５
・
３
７
３
１

茨
城
県
行
政
書
士
会

「
電
話
に
よ
る
無
料
相
談
会
」

補
助
金
」
制
度
に
つ
い
て
、
専

門
家
を
招
い
て
講
義
を
行
い
ま

す
。
実
際
の
事
例
を
交
え
な
が

ら
、
申
請
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
18
日
㈬
午
後
７

～
９
時
▼
場
所　

守
谷
市
商
工

会
▼
参
加
費　

無
料
▼
定
員　

20
人

▼
問
合
先　

市
商
工
会　

松
田　

☎
48
・
０
３
３
９

　

取
引
ま
た
は
証
明
に
使
用
す

る
「
は
か
り
」
は
、
２
年
に
１
回

定
期
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
（
新
規
購
入
品
は
初

回
定
期
検
査
免
除
）
。
該
当
す

る
「
は
か
り
」
を
ご
使
用
の
方

は
、
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

「
は
か
り
」の
定
期
検
査

　

な
お
、
「
は
か
り
」が
多
数
あ

る
場
合
、
ま
た
は
運
搬
が
著
し

く
困
難
な
場
合
は
、
茨
城
県
指

定
定
期
検
査
機
関
に
よ
る
所
在

場
所
検
査
ま
た
は
計
量
士
に
よ

る
巡
回
検
査
制
度
（
別
途
料
金

が
必
要
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
18
日
㈬
・
19
日

㈭
午
前
10
時
30
分
～
正
午
／
午

後
１
時
～
３
時
▼
場
所　

国
際

交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
ロ
グ

ハ
ウ
ス
）
▼
持
ち
物　

①
手
数

料
（
１
台
当
た
り
５
２
０
円
～

３
０
０
０
円
程
度
）
②
受
検
通

知
は
が
き
（
10
月
初
旬
送
付
予

定
）
③
は
か
り
（
分
銅
・
お
も
り

も
必
ず
持
参
）

▼
問
合
先　

市
役
所
経
済
課　

商
工
・
観
光
Ｇ　

内
線
２
６
９

茨
城
県
指
定
定
期
検
査
機
関　

・
一
般
社
団
法
人
茨
城
県
計
量
協
会

☎
０
２
９
・
２
２
５
・
７
９
７
３

・
茨
城
県
計
量
検
定
所　

指
導
課

☎
０
２
９
・
２
２
１
・
２
７
６
３

講
師　

松ま

つ

山や

ま

美み

ど

り法
氏
（
山
ゆ
り

会
統
括
理
事
／
日
本
ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
／
キ
ッ
ズ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）
▼
費
用　

２
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
）
▼
対
象　

両
日
参

加
で
き
る
方
※
子
ど
も
連
れ
可

▼
募
集
人
数　

17
人
▼
申
込
方

法　

10
月
24
日
㈫
午
後
４
時
ま

で
に
、
「
ね
っ
こ
守
谷
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

ね
っ
こ
守

谷　

☎
45
・
８
８
２
８
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今
年
も
、「
高
齢
者
な
ん
て
呼

ば
せ
な
い
！　

お
し
ゃ
れ
を
し

て
、
元
気
に
街
に
繰
り
出
そ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
シ
ニ
ア
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
運
営

も
モ
デ
ル
も
、
シ
ニ
ア
世
代
。「
着

て
、
見
て
」
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
お
友
達
と
一
緒
に
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
５
日
㈰
午
後
１

時
～
３
時
▼
会
場　

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
や
ま
ゆ
り
の
郷
▼

定
員　

先
着
１
２
０
人
▼
参
加

費　

無
料

◎
モ
デ
ル
募
集　

自
前
の
衣
装

で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
ス
を
披
露

し
て
み
た
い
方
、
ま
た
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

で
モ
デ
ル
に
な
っ
て
真
っ
赤
な
絨

じ
ゅ
う

毯た
ん

の
上
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
募
集
人
数　

30
人

▼
申
込
・
問
合
先　

シ
ニ
ア
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
実
行
委
員
会
（
や

ま
ゆ
り
の
郷
）　

☎
45
・
２
８
２
０

第
３
回
シ
ニ
ア
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー「
も
り
コ
レ
」

　

火
災
の
煙
や
熱
を
素
早
く

キ
ャ
ッ
チ
し
、
音
や
音
声
で
火

災
を
知
ら
せ
る
住
警
器
（「
住
宅

用
火
災
警
報
器
」
の
略
称
）
は
、

消
防
法
で
全
て
の
住
宅
に
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

設
置
率
の
一
層
の
向
上
を
図
る

た
め
、
来
年
度
の
普
及
促
進
標

語
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法　

標
語
に
は
、
必

ず
「
住
警
器
」
の
語
を
入
れ
、
応

募
者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
郵
便

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

に
て
応
募
す
る
▼
表
彰　

最
優

秀
賞
１
点
／
優
秀
賞
２
点　

優

秀
作
品
応
募
者
の
方
に
は
、
賞

状
と
記
念
品
を
贈
呈
※
平
成
30

年
２
月
発
表
予
定
▼
そ
の
他　

①
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

／
②
応
募
作
品
に
関
し
て
、
そ

の
趣
旨
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で

修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
／

③
応
募
作
品
に
関
す
る
一
切
の

権
利
は
、
常
総
地
方
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
に
帰

属
す
る
も
の
と
し
ま
す
／
④
応

募
者
の
個
人
情
報
に
つ
い
て

は
、
こ
の
募
集
以
外
の
こ
と
に

使
用
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま

「
平
成
30
年
度　

住
警
器

普
及
促
進
標
語
」募
集

せ
ん

▼
申
込
・
問
合
先　

常
総
地
方

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防

本
部
予
防
課　

住
警
器
標
語
係

（
〒
３
０
３

-

０
０
３
１
常
総
市

水
海
道
山
田
町
８
０
８
番
地
）　

☎
０
２
９
７
・
23
・
０
９
０
４　

０
２
９
７
・
22
・
３
５
７
４ 

j
o
s
o
.
f
d
-
y
o
b
o
u
k
a 

@utopia.ocn.ne.jp

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
吹
奏
楽
で
、
午
後
の
ひ
と

と
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
８
日
㈰
午
後
１

時
30
分
開
場
／
午
後
２
時
開
演

▼
会
場　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

無
料
▼
指
揮　

中な

か

野の

和か

ず

彦ひ

こ

氏
▼
後
援　

市
教
育
委

員
会

▼
申
込
・
問
合
先　

佐
藤

☎
０
５
０

-

５
２
４
３

-

１
４
７
１

　

w
e
_
m
o
ri
y
a
_
i
n
f
o
@
y
a
h
o
o
.

co.jp

ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
守
谷

秋
の
音
楽
会

　

解
雇
、
賃
下
げ
な
ど
の
労
働

関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
に
お
悩
み
の

方
、
茨
城
県
労
働
委
員
会
の
労

働
委
員
が
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
事
前
予
約
制

▼
日
時
・
会
場

①
10
月
１
日
㈰
午
後
１
時
～
４

時
30
分　

い
ば
ら
き
就
職
・

生
活
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
水

戸
市
三
の
丸
１

-

７-

41
）

②
10
月
19
日
㈭
、
11
月
15
日
㈬

午
後
５
時
～
７
時　

県
労
働

委
員
会
事
務
局（
水
戸
市
笠
原

町
９
７
８

-

６
）

※
②
は
電
話
相
談
も
可

▼
問
合
先　

県
労
働
委
員
会
事

務
局　

☎
０
２
９

・

３
０
１

・

５
５
６
３

個
別
的
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ

ん
に
係
る
無
料
労
働
相
談
会

　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の

進
展
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
希
薄
化
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
問
題
が
お
き
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
地
域
や
家
族
、
あ
る
い
は

職
場
に
お
い
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し

の
方
や
悩
み
の
あ
る
方
の
話
し
相

手
に
な
り
、
そ
の
方
に
共
感
を
持

ち
心
に
寄
り
添
う
「
傾
聴
」
を
身

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

養
成
講
座
開
催

に
付
け
る
こ
と
で
、
一
人
で
も
多

く
の
方
に
安
心
と
生
き
が
い
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
活
動

す
る「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」な
ど

の
養
成
を
目
的
と
し
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
13
日
㈪
・
27
日

㈪
、
12
月
18
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分
※
12
月
４
日
㈪

～
15
日
㈮
に
実
習（
１
日
）あ
り

▼
場
所　

市
役
所
中
会
議
室
▼

受
講
料　

２
５
０
０
円
▼
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
で
全
日
程
参

加
可
能
の
方
▼
定
員　

30
人
※

定
員
超
過
の
場
合
は
抽
選
▼
講

師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ホ
ー
ル
フ
ァ

ミ
リ
ー
ケ
ア
協
会
▼
主
催
守
谷

市
社
会
福
祉
協
議
会
▼
協
力　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ジ
ャ
ス
ミ

ン
、
市
内
福
祉
施
設
▼
申
込
方

法　

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
な
ど
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
10
月

27
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で

に
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

守
谷
市

社
会
福
祉
協
議
会
（
〒
３
０
２

-

０
１
１
６　

守
谷
市
大
柏

９
５
４

-

３
）　

野
田　

☎
45
・

０
０
８
８　

48
・
５
５
５
４
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切
れ
た
電
線
に
は
、
さ
わ
ら
な

い
で
！　

　

台
風
や
雷
・
豪
雨
の
影
響
に

よ
る
樹
木
接
触
・
樹
木
倒
壊
や

飛
来
物
な
ど
に
よ
り
、
電
線
が

切
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
切
れ
て
た
れ
下
が
っ
て
い

る
電
線
に
は
、
絶
対
に
手
を
触

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
電
線
に

樹
木
や
看
板
、
ア
ン
テ
ナ
な
ど

が
接
触
し
て
い
る
場
合
も
大
変

危
険
で
す
。
発
見
し
た
ら
、
す

ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
・
問
合
先　

東
京
電
力

パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド　

フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
０
１
２
０
・
９
９
５
・
０
０
７

※
０
１
２
０
番
号
を
利
用
で
き

な
い
場
合
☎
０
３
・
６
３
７
５ 

・
９
８
０
３（
有
料
）

http://www.tepco.co.jp/

pg/index-j.html

停
電
情
報
ア
プ
リ
「
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｃ

Ｏ
速
報
」
は
、
お
住
ま
い
の
地

域
を
登
録
す
れ
ば
、
停
電
・
雨

雲
・
地
域
情
報
な
ど
を
プ
ッ

シ
ュ
通
知
で
い
ち
早
く
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

http://
w
w
w.tepco.co.jp/

info/sp_app-j.html

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

現
在
独
立
を
考
え
て
い
る
方

や
会
社
を
設
立
し
た
ば
か
り
で

経
営
の
こ
と
が
良
く
分
か
ら
な

い
方
、
事
業
を
引
き
継
ぐ
予
定

で
経
営
に
つ
い
て
学
び
た
い
方

な
ど
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
経
営
の
基
本
を
学
ぶ

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　

こ
の
機
会
を
利
用
し
て
知
識

の
習
得
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
21
日
㈯
・
28
日

㈯
、
11
月
4
日
㈯
・
11
日
㈯　

各
午
前
10
時
～
午
後
5
時
※
全

4
回
コ
ー
ス
▼
場
所　

市
商
工

会
（
市
本
町
19
）
▼
参
加
費　

無

料
▼
定
員　

20
人

▼
申
込
・
問
合
先　

守
谷
市
商
工
会　

松
田　

☎
48
・
０
３
３
９

創
業
セ
ミ
ナ
ー
開
催

⑴
第
一
種
電
気
工
事
士（
技
能
）

▼
内
容　

第
一
種
電
気
工
事
士

の
技
能
試
験
対
策
▼
日
時　

11

月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
・
18
日
㈯

（
全
３
回
）
午
前
９
時
～
午
後
４

時
▼
定
員　

15
人
※
定
員
超

過
の
場
合
は
抽
選
▼
受
講
料　

２
９
８
０
円
▼
申
込
期
間　

10
月

10
日
㈫
必
着

⑵
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
（AutoCAD

）
基
礎

▼
内
容　

AutoCAD

に
よ
る
作
図

機
能
の
マ
ス
タ
ー
、
編
集
の
仕

方
▼
日
時　

12
月
４
日
㈪
・
５

日
㈫
・
７
日
㈭
・
11
日
㈪
・
12

日
㈫
・
14
日
㈭
（
全
６
回
）
午
後

６
時
～
９
時
▼
対
象　

ウ
ィ
ン

ド
ウ
ズ
の
基
本
操
作
が
で
き
る

方
▼
定
員　

20
人
※
定
員
を
超

過
の
場
合
は
抽
選
▼
受
講
料　

２
９
８
０
円
▼
申
込
期
間　

10

月
10
日
㈫
～
10
月
31
日
㈫
必
着

▼
申
込
方
法　

土
浦
産
業
技
術

専
門
学
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た

は
往
復
は
が
き
に
①
講
座
名
②

氏
名
③
住
所
④
電
話
番
号
⑤
年

齢
⑥
職
業
（
会
社
名
）
を
記
入
の

上
、
郵
送
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

茨
城
県
立

土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院　

〒
３
０
０

-

０
８
４
９　

土
浦

平
成
29
年
度
在
職
者
訓
練
の

受
講
生
募
集

　

海
外
生
活
を
通
し
て
交
流
を

体
験
し
、
国
際
感
覚
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。
一

人
で
の
参
加
や
、
海
外
が
初
め

て
の
方
が
、
参
加
者
の
７
割
以

上
を
占
め
ま
す
。
事
前
研
修
会

で
は
仲
間
づ
く
り
か
ら
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
参

加
で
き
ま
す
。

▼
内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ク

リ
ス
マ
ス
体
験
・
英
語
研
修
・

文
化
交
流
・
地
域
見
学
・
野
外

活
動
な
ど
※
コ
ー
ス
に
よ
り
体

験
内
容
が
選
べ
ま
す
▼
研
修
国

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・

サ
イ
パ
ン
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
カ

ン
ボ
ジ
ア
▼
日
程　

12
月
24
日

㈰
～
平
成
30
年
１
月
４
日
㈭
の

う
ち
６
～
10
日
間
※
コ
ー
ス
に

よ
り
異
な
り
ま
す
▼
対
象
小
学

３
年
生
～
高
校
３
年
生
※
コ
ー

ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
▼
定
員

各
グ
ル
ー
プ
15
人
▼
料
金　

22
万
８
千
円
～
42
万
８
千
円

▼
申
込
期
限　

11
月
1
日
㈬

小
学
３
年
生
～
高
校
生
の
た

め
の
冬
休
み
海
外
研
修
交
流

事
業　

参
加
者
募
集

（
10
月
25
日
㈬
ま
で
に
お
申
し

込
み
の
方
は
、
１
万
円
の
早

期
割
引
適
用
）

▼
申
込
・
問
合
先　

公
益
財
団

法
人　

国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１ 

０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
４

i
n
f
o
@
k
s
k
k
.
o
r
.
j
p

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
s
k
k
.
o
r
.
j
p

市
中
村
西
根
番
外
50

☎
０
２
９
・
８
４
１
・
３
５
５
１

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
-
g
a
k
u
i
n
.

ac.jp/

▼
日
時　

【
水
戸
会
場
】
10
月
２

日
㈪
【
日
立
会
場
】
10
月
３
日
㈫

【
つ
く
ば
み
ら
い
会
場
】
10
月
５

日
㈭
【
土
浦
会
場
】
10
月
６
日
㈮

▼
場
所　

【
水
戸
会
場
】
県
開
発

公
社
１
階
中
会
議
室
（
水
戸
市

笠
原
町
９
７
８-

25
）
【
日
立
会

場
】
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

５
階
５
０
１
号
室
（
日
立
市
幸

町
１-

21-

１
）
【
つ
く
ば
み
ら

い
会
場
】
み
ら
い
平
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室
１

（
つ
く
ば
み
ら
い
市
紫
峰
ヶ
丘

４

-

４

-

１
）【
土
浦
会
場
】
県

南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
５
階

小
講
座
室
１
（
土
浦
市
大
和
町

９

-

１
）
▼
申
込
方
法　

当
日

会
場
で
受
付

▼
問
合
先　

（
一
社
）
茨
城
県
不

動
産
鑑
定
士
協
会

☎
０
２
９
・
２
４
６
・
１
２
２
２

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
無
料
相
談
会
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　私がマインブルクに行って最も驚いたことは、ドイツの
人は第二外国語である英語をすらすら話すということです。
私のホストファミリーも歴史や技術的な装置の仕組みなど
を展示している博物館で、私に分かるようドイツ語の説明
を英語で解説してくれました。日常会話でない内容をドイ
ツ語から英語に変えて私に伝えてくれるくらい英語が堪能
なホストファミリーは、完璧ではない私の言葉をすぐに理
解してくれたため、たくさんのことを話すことができまし
た。もっと日本の写真などを用意して、日本の事、自分の
事を伝えられるようにすればよかったと思ったほどです。
私もホストファミリーと同じくらい英語が話せるように勉
強し、いろいろな国の文化や考え方にふれ、良いことをど
んどん取り込んで行けるようにしたいと思いました。

　ホームステイ前は期待よりも語学力のことなどの不安が大き
かったのですが、ミュンヘン空港に降り立ったとき、大勢の出
迎えに来てくれたマインブルクの人たちの笑顔と「ようこそマ
インブルクへ」と日本語で書かれた大きなボードを見た瞬間、不
安は吹き飛んでいきました。さらに、ホストファミリーが優し
い笑顔でとても自然に、まるで私を家族の一員のように迎え入
れてくれたことで、ドイツでのホームステイが忘れられない素
敵な思い出となりました。私はこれまで国際交流とは、自分と
は縁遠いものと思っていましたが、今回のホームステイを通じ
て身近に感じるようになりました。ホップを通じて交流が始まっ
た守谷市とマインブルク市のつながりを、マインブルクの大き
なホップ畑のように成長させていけたらいいと思いました。

並木中等教育学校　綿
わた

引
ひき

悠
ゆう

人
と

（3年）

守谷中学校　稲
いな

本
もと

光
みつ

希
き

（2年）

　ドイツに行くことができると知ったとき、とても嬉しかっ
たと同時に、私で大丈夫だろうか、私はドイツに行ってホス
トファミリーとうまく生活できるのかという不安もありまし
た。しかし、研修を重ねて仲間と言葉を交わすうちに、そし
て、ドイツでホストファミリーと言葉を交わすうちに、不安
は消えていました。私にとって、このホームステイは一生の
宝物です。英語やドイツ語をもっと学んで、またマインブル
クに行きたいです。そして、支えてくださった皆さんに本当
に感謝します。Danke!（ドイツ語でありがとうの意味）

愛宕中学校　沼
ぬま

田
た

百
も

音
ね

（1年）

青少年海外派遣の団員に選ばれた市内の中学生・高校生12人が8月2日～ 10日の9日間、国際姉

妹都市であるドイツのマインブルク市に行ってきました。決して英語が堪能ではない団員たちで

したが、「伝えようという気持ちがあれば、ホストファミリーの人と本当の“家族”のように通じ合

える。」と感想を聞かせてくれました。

マインブルクに行ってきました！

第27回守谷市青少年海外派遣
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8月22日午前1時20分ごろ、立沢地内にお

いて、歩行者と乗用車が衝突する交通死亡

事故が発生しました。

守谷市では平成27年6月16日から死亡事故

ゼロが続いており、8月22日で798日目でした。

尊い命が失われないために、痛ましい交

通事故が発生しないために、市民の皆さん

一人一人が、再度交通安全を意識していき

ましょう。

●市内の犯罪発生状況（平成 29 年 1～ 8月）※（）内は前年比

総数 空き巣 忍込み 車上ねらい 自動車盗 オートバイ盗 自転車盗 ニセ電話詐欺 その他

378（-18） 14（-22） 12（+9） 15（-14） 44（+19） 7（-2） 62（-28） 3（ -1 ） 221（+21）

　守谷市は、乗物の盗難（自動車・オートバイ・自転車）の犯罪率（人口1,000人あたりの認知件数）が、県内で

つくば市に次いで2番目に多くなっています。特に自動車盗難はワースト3位、自転車盗難はワースト4位です。

□	自動車盗難対策は、門扉があれば確実な鍵かけ（できれば複数）、盗難防止装置（警報機など）の設置！
□	守谷で万引き急増中：その他 221件中 83件（前年比+34件）

防
犯
メ
モ

★先行車や対向車がいない場合は、 
　ライトの上向き走行で、歩行者の早め発見を！
★日没30分前にはライトの点灯を！
★見通しの悪い道路、細い道では、 
　スピードを落とす！
★「かもしれない」運転を心がける！

★夜間歩行する際は、運転者に知らせるよう 
　タスキやシールなどの「反射材」の着用を！
★無理な道路横断はしない、交通ルールを守り 
　ましょう！

地 域 で 安 全・安 心 な ま ち づ く り を 目 指 し て

●問合先　市役所交通防災課　交通・防災Ｇ　内線 137・138

守谷市内で交通死亡事故発生！

車を
運転する
方へ

歩行者の
方へ

▼日時	 10月22日㈰　10:00 ～ 14:00※小雨決行

▼場所	 守谷駅東口市有地（中央2丁目53）

	 ※駐車場はありませんので、公共交通機関

	 　による来場にご協力ください

▼問合先　もりや循環型農食健協議会

	 　伊東　☎090-2650-8671

万引きを　やって後悔　重い罪

出展者も

募集中です!!

10月22日㈰　開催！

地元の新鮮な野菜や地場産品の販

売、フリーマーケット、子供向けワー

クショップ・スポーツ体験のマル

シェです。ご家族やお友達と一緒

に素敵な休日をお過ごしください。

ふ れ あ い マ ル シェ
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10
月
の
各
種
相
談

法律相談 19 日
13:00 ～ 16:00

市役所

12 日 9:00 から要予約
☎ 45-1249
※同一事案の相談は不可

行政相談 16 日
13:00 ～ 16:00

内線 136

税務相談 11 日
13:00 ～ 16:00

4 ～ 10 日に要予約
※先着 6人
内線 205 ～ 207

若者就労支援相談 28 日（第 4土曜日）
13:00 ～ 16:00

中央公民館
いばらき県南若者サポステ
☎029-893-3380　要予約

教育相談
不登校相談

月～金曜
9:00 ～ 16:30

総合教育支援センター
（もりや学びの里内）

☎ 46-2341

こころの
健康相談

5 日
13:30 ～ 15:30

保健センター
１週間前までに要予約
☎ 48-6000

家庭児童相談 月～金曜日
8:30 ～ 17:00

家庭児童相談室
（市民交流プラザ内）

☎ 45-2314

心配ごと
相談

14:00 ～ 16:00
・ふくし� 2 日
・年金・労務 16 日 いきいきプラザ・

げんき館
（社会福祉協議会）

相談日前週までに要予約
☎ 45-0088

電話相談 金曜日
10:00 ～ 15:00

☎ 48-5555

生活機能相談
月曜日 9:00 ～ 17:00

木曜日 9:00 ～ 16:00

※祝日・年末年始除く

市役所介護福祉課
要予約
内線 177
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10 月

1 日
おはなし会（10・13・14・18・25・26 日　11:00 ～　中央図書館）
第 34 回守谷市商工まつり～きらめき守谷夢彩都フェスタ～（2日目）

（9:30 ～　守谷駅西口駅前広場）

2 月 図書館休館 (～ 6日 )

3 火

4 水

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月 体育の日

10 火

11 水 公民館休館

12 木 おはなし会（10:30 ～　キターレ）

13 金 　　　

14 土

15 日
市民ソフトボール大会（8:30 ～　大利根運動公園）
おはなし会（14:00 ～　中央図書館）

16 月 おはなし会（15:00 ～　保健センター）

17 火

18 水
認知症の方の家族の集い（14:00 ～ 15:30　市役所）
職業相談（9:30 ～ 11:30　文化会館）
おはなし会（11:00 ～　ミナーデ）

19 木

20 金 おひざでだっこおはなし会（11:00 ～　中央図書館）

21 土

22 日
市民ソフトテニス大会（9:00 ～　常総運動公園テニスコート）
スポーツフェスティバル（9:30 ～　常総運動公園）
ふれあいマルシェ（10:00 ～　守谷駅東口市有地）

23 月

24 火 おはなし会（15:00 ～　北守谷公民館）

25 水 人権相談（13:00 ～　市役所）

26 木

27 金

28 土

29 日 第 41 回芸術祭Ⅰ期（～ 11 月 5 日　中央公民館）

30 月

31 火

高齢者が狙われている？！

催眠商法で次々に高額商品を購入

・市消費生活センター   ☎ 45－2327

　（市役所 2階経済課内）月～金曜日

　9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00

※土・日曜日、祝日、年末年始は除く

・消費者ホットライン

　☎ 188（全国共通）

※�土・日曜日、祝日の 10:00 ～ 16:00

は国民生活センターにご案内します

（年末年始を除く）

トラブルにあったら…

　「催眠商法」とは、会場の雰囲気で催

眠状態となった来場者に高額な商品を

販売することといわれています。

　最近は、数カ月以上と長期にわたっ

て販売会が開催されており、無料や安

価に販売される日用品を目当てに会場

に通い続ける高齢者に対し、販売員が

個別に声を掛けて高額な商品の購入を

勧めるといった手法も見られるように

なっています。

事例１

　知人に紹介された健康講座を開催し

ている店に通い、体に良いと言われたサ

プリメントを次々購入した。（60代男性）

事例２

　チラシを見て日用品無料配布の会場

に行った。販売員に親切にされて断れ

ず、高額な宝石を購入した。（70代女性）

ひとことアドバイス
○「格安」「無料」と誘われても、安易に出

向かないようにしましょう。

○高齢者本人は、騙されていることに気

付いていない事もあります。周囲の人

の見守りも大切です。

○不安に感じたら市消費生活センター

にご相談ください。

らし のコーナー暮
※�毎週日曜日は総合窓口課の窓口が開庁しています

　[受付時間] 8:30～ 12:00・13:00～ 17:15


